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不完全R形状の エ ッ ジ膜厚保持率に 及ぼす形状パ ラ

　　　　　　　　　 メ タの影響

　高田篤志、長野雅治 、 楠山政
一
、大沢直樹他9名

　　　　　　　　　平成21年5月

　　　 目本船舟亡海 洋工 学会　平成21年度春期言冓演会

大水深 ドリル パ イプ の VIVによる疲労被害度の

　　　　　　　　 簡易評価法

高橋
一

比古、宇都正太郎、宮崎 剛、尾暗雅彦

　　　　　　　　平成21年5月

　 　 　平成21年 日本船舶海洋工 学会 春季講演会

　実際の 造船所 で使用 され て い る鋼材 では、エ
ッ ジ部 の 塗

装性能を高め る た めエ ッ ジ部がR形状に加 工 され た型鋼で

あ っ て も、対称 で 完全 なR形 状を した もの は は ほ と ん ど存

在 しない
。

エ ッ ジ 部の 塗膜保持率を評価す る仕方に つ い て

は、種々 の 試験方法が 実施 され て い るが、既存の 試 験方 法

で は 、非対称な不完全R 形状 を巧 く評 価出来 て い る とは 言

えな い。そ こ で、船舶海洋工 学会 「塗装 品質 と船殻 工 作 品

質の 関係に関す るプ ロ ジ ェ ク ト研究委員会」 では、不完全

なR形 状 を持 っ エ ッ ジ に適 用 可能なERR 計測法を開発 した。

　本報 告 では、開発 した試験 法 を用 い て 行 っ た、ERR の ノ

ッ チ ベ ベ ル 角依存性、複合R 形 状 エ
ッ ジ に対す るERR の 最

小 曲率半径依存陸の 計測結果に つ い て報告す る。
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　地 球深部探査船 「ちきゅ う」 等で用い られ る大水深 ドリル

パ イブの VIV に よる疲労被害度を簡易評価する方法を提案 し

た。VIV 共振振幅、　 S−N 曲線、平均応力補正、疲労被害度の

算定法等につ い て検討 した後、様々 な水深 ・掘削深度 ・潮流

速度に つ い てFE モ
ー

ド解析を実施 した。その 結果、パ イプ 上

端部の 公 称応力 レン ジムσ 。 と共 振周波数／の 問 には 直線関係

が成 り立 ち、当該部の 疲労被害度に対する簡易評価が可能で

ある こ とが判明した。更に、△σ。

− f 関係 を決定す る主な 要

因 を示 し、断面 」怯 に 関 して もあ る程 度汎用性 の ある△σ。の

簡易推定式を導出した。
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公称応 力 レ ン ジムσ n と共振周波蜘の 関係

全方位画像セ ン サによる港湾の 監視技術

　山之 内　博、今里 元信、桐谷　伸夫

　　　　　　　平成21年7月

　　 可 視化庸報シ ン ポジ ウム 2009論文集

　港湾やそ こ に 隣接 した水 路等 にお い て は 、旅 客船や 貨物

船、油送 船、漁船、曳舟、艀 （は しけ）等の 多数の 船舶 が

航行 して お り、各 船舶の 大 きさや航行速度が違 うた め に、
安全航行 の 確保 に は多くの 注 意 を払 う必 要が ある。本研究

は、船 舶 の 運航 安 全 の 向上 を実現す るこ とを 目的 と して 、
こ の よ うな港 湾地 域に お け る航行船舶や離着桟船舶 の 動

静を画像情報に よ っ て 常時把握 す るた め に 実施 され た。水

路岸壁 か ら航行船舶の 現 地観 測 を実施 し、全 方位画像、ま

た は 特 定方 向の 監 視 画像 に よ っ て 航 行 船 舶画像 を取得 し

た。複数 フ レ
ー

ム 問 の 差分画像処理 を行 っ た結果、輻輳 水

域 にお け る船舶 の 動静 を抽 出で き、航行 船舶 の 監視 に有用

で あ るこ とが 明 らか となっ た 。 なお、本 シ ス テ ム は港 湾施

設 な どの セ キ ュ リテ ィ に も有効 な 手段 にな る と考 え られ

る。

図 　水 路 にお け る全 方位画像

実海域における風影響評価に関する検討

　　 藤原敏文、佐々 木紀幸

　　　　　平成 21年5月

日本船舶 海洋 工学会講演会論文集第8号

　実船における風 環境の 把 握は、通常、船橋 ヒに取 り付 け ら

れ た 1台の 風 向風 速計 での 計測値が使 用 され る。しか しなが

ら、こ の 風速計は船体の 影響を受け、必ず しも船 体全体 を代

表 とする風速 となっ てい ない こ とが考え られ る。そ こで今 回、
大型 肥大船の 実船ittsijtとPCC に よ る模型 及び 実船 試験 か ら、
船橋 Eの 風 向風速計の 計測値 （船の 船橋にお ける観測風速）

と船全体を取 り巻く外環風速の 関係を調 査した。
　結 果と して例えばPCC の 計測か らは、外環風速に 比 べ 船橋

上 の 風速 が、船体の 影響に より約1，4倍 （風向角は60deg．）も

過大に 計測 されて い る O∫li　tSを示唆 した。

図　船 上に取 り付 けた風速 計 による局所風速 の 計測
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